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連携協定締結の報告会とあわせ 

大阪・関西万博に向けた未来共創セッションを開催します 
－イノベーションファンド 25Next を通じた連携協定を締結しました－ 

 

堺市と大阪府、大阪市、大阪商工会議所、公益財団法人大阪産業局、地方独立行政法人大阪産業技術研

究所、株式会社池田泉州銀行、関西イノベーションネットワーク 2 号投資事業有限責任組合（愛称：イノベーション

ファンド 25Next）は、以下のとおり連携協定を締結しています。 

本市では、本協定の締結を契機に、関係機関と連携したスタートアップの成長支援やイノベーション・エコシステムの

活性化に向けた取組をより一層促進していきます。 

  また、新たな出会いと熱い議論の創出に向け、エコシステムでそれぞれの役割を担う方々にご参集いただき、連携協

定の報告会を兼ねたキックオフイベント「大阪・関西万博に向けた未来共創セッション“OSAKA ECOSYSTEM 

EXPO”」を開催します。 

 

1 連携協定について 

（1）名称 

「関西イノベーションネットワーク 2 号投資事業有限責任組合」を通じた連携に関する協定 

（2）主な連携事項 

・情報発信・啓発のためのセミナー開催等 

・産業支援機関等とのネットワークを活かした支援 

・技術提携、資金支援、実証フィールドの提供など、広く支援者を呼び込むことを通じた、社会実装へ向けた

成長支援 

・イノベーションファンド 25Next に関する支援ノウハウの情報交換 

・本協定の目的を達成するための定期的な協議 

（3）締結日 

    令和 5 年 5 月 30 日（火） 

 

2 2025 年大阪・関西万博に向けた未来共創セッション“Osaka Ecosystem Expo”について 

（1）日時 

    令和 5 年 7 月 25 日（火） 午後 3 時 30 分～午後 6 時 15 分 

（2）会場 

    大阪産業創造館 4F イベントホール（大阪市中央区本町 1-4-5）、オンライン併用 

（3）プログラム（予定） 

   ○開会挨拶 

   ○連携機関挨拶 

○特別講演①「ベンチャーマインドと地域活性化」 

株式会社スマートバリュー 取締役兼代表執行役社長 渋谷 順 様 



 

○特別講演②「大阪・関西のイノベーション・エコシステムへの期待」 

株式会社日本総合研究所 プリンシパル 

2025 年日本国際博覧会 大阪ヘルスケアパビリオン スーパーバイザー 東 博暢 様 

   ○スタートアップ プレゼンテーション 

     モデレーター：吉川 正晃 様（株式会社 Human Hub Japan 代表） 

     スタートアップ：株式会社エイトノット、株式会社 EX-Fusion、株式会社 GramEye、 

株式会社 PITTAN、メトロウェザー株式会社 

    

■イノベーションファンド 25Next について 

名称 
関西イノベーションネットワーク 2 号投資事業有限責任組合 

（愛称：イノベーションファンド 25Next） 

設立日 2023 年 5 月 30 日 

ファンド総額 設立時 22.3 億円 

有限責任組合員(LP) 

※順次、追加出資を募集 

岩谷ベンチャーキャピタル合同会社、大阪信用保証協会、関西テレビ放送株式会社、 

ダイキン工業株式会社、株式会社ダスキン、阪急阪神ホールディングス株式会社、 

株式会社ユニオン、株式会社読売新聞大阪本社、ロート製薬株式会社、 

株式会社池田泉州銀行 

無限責任組合員(GP) 池田泉州キャピタル株式会社 

投資対象 
大阪・関西万博が目指す「SDGs が達成される社会」「Society5.0 の実現」に貢献す

る技術・ビジネスモデルを持った企業 

投資形態 普通株式、優先出資 等 

存続期間 10 年（最大 3 年まで延長可） 

 

     

問
い
合
わ
せ
先 

担 当 課：産業振興局 産業戦略部 イノベーション投資促進室 

中百舌鳥イノベーション創出拠点担当 

電 話：072-228-7629 

フ ァ ッ ク ス：072-228-8816 

 



「関西イノベーションネットワーク 2 号投資事業有限責任組合」を通じた連携に関する協定書 
 

大阪府（以下「甲」という。）、大阪市（以下「乙」という。）、堺市（以下「丙」という。）、大阪商工会議所（以下「丁」という。）、公益財
団法人大阪産業局（以下「戊」という。）、地方独立行政法人大阪産業技術研究所（以下「己」という。）、株式会社池田泉州銀行（以下「庚」
という。）、及び「関西イノベーションネットワーク 2 号投資事業有限責任組合」（以下「イノベーションファンド 25Next」という。）無限責任
組合員 池田泉州キャピタル株式会社（以下「辛」という。）は、「イノベーションファンド 25Next」を通じた連携に関して、次の通り協定（以
下「本協定」という。）を締結する。 
 
（目的） 
第１条 本協定は、甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛が相互に連携することにより、2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）を契機と

して、イノベーション・エコシステムの活性化を図り、「SDGs が達成される社会」「Society5.0 の実現」を目指すことを目的とする。 
 
（連携事項） 
第２条 甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛は、本協定の目的を達成するために、次の各号について連携及び協力して取り組むものとする。 

(1) 情報発信・啓発のためのセミナー開催等 
(2) 産業支援機関等とのネットワークを活かした支援 
(3) 技術提携、資金支援、実証フィールドの提供など、広く支援者を呼び込むことを通じた、社会実装へ向けた成長支援 
(4) イノベーションファンド 25Next に関する支援ノウハウの情報交換 
(5) 本協定の目的を達成するための定期的な協議 
(6) その他、第１条の目的に資するものとして甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛の全ての同意により必要と認められる事業 

２ 甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛は、他のファンド等との本協定に類似する連携について、本協定が本協定の相手方以外とそれぞれ
別に連携することを妨げるものではないことを確認する。 

 
（守秘義務等） 
第３条 甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛は、既に公知となっている情報及び法令に定めのある場合を除き、連携事項を実施するために

知り得た情報を、相手方の事前の承諾なく第三者に開示・漏洩し又は本協定の目的以外の目的で利用してはならない。 
２ 甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛は、本協定が第６条に定める有効期間の満了若しくは解約により効力を失った日から３年間は前項

による秘密保持の義務を負い、秘密情報として取り扱うものとする。 
 
（個人情報等の取扱い） 
第４条 甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛は、個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）その他個人情報の保護に関する各

種法令等を遵守し、個人情報を適正に取り扱うものとする。 
２ 法人の情報については、前項の個人情報に準じて、適正に取り扱うものとする。 
 
（協定内容の変更） 
第５条 甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛のいずれかが協定書の内容について変更を申し出た場合は、その都度協議の上、必要があれば

変更を行うものとする。 
 
（有効期間） 
第６条 本協定の有効期間は、締結日より１年間とする。ただし、期間満了の１か月前までに、甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛のいず

れからも書面による申し出がなければ、１年間更新するものとし、その後も同様とする。ただし、「イノベーションファンド 25Next」の存
続期間満了又は解散があった場合は、その日をもって終了する。 

２ 甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛のいずれかが本協定の解約を申し出る場合、解約予定日の１か月前までに書面によって相手方に通
知することにより、この協定を解約できるものとする。 

 
（反社会的勢力への基本的対応） 
第７条 甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛は、「イノベーションファンド 25Next」に対する反社会的勢力の関わりを防ぐため、連携して

取り組んだ企業等について、反社会的勢力に係る情報を入手した場合には、可能な範囲で相互に情報を共有し、辛は、早期の関係解消に向
けて協議するものとする。 

 
（事業に関する責任） 
第８条 「イノベーションファンド 25Next」の事業に関わる全ての責任は、辛が負うものとする。 
 
（疑義の決定） 
第９条 本協定に定めのない事項又は本協定に定める事項に関して疑義等が生じたときは、甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛は誠意をも

って協議し、これを取り決めるものとする。 
 

本協定の成立を証するため、本書 8 通を作成し、甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、及び辛がそれぞれ記名押印の上、各自１通を保有するも
のとする。 

 

2023 年 5 月 30 日 

 
 
（甲）大阪府 

    大阪府知事 吉村 洋文 
 
 
（乙）大阪市 

   大阪市長 横山 英幸 
 
 
（丙）堺市 

    堺市長 永藤 英機 
 
 
（丁）大阪市中央区本町橋 2 番 8 号 

    大阪商工会議所 

   会頭 鳥井 信吾 
 
 
（戊）大阪市中央区本町橋 2 番 5 号 

   公益財団法人大阪産業局 

   理事長 立野 純三  
 
 
（己）和泉市あゆみ野 2 丁目 7 番 1 号 

地方独立行政法人大阪産業技術研究所 

理事長 小林 哲彦 
 
 
（庚）大阪市北区茶屋町 18 番 14 号 

   株式会社池田泉州銀行 

   代表取締役頭取兼 CEO 鵜川 淳 
 
 
（辛）大阪市北区茶屋町 18 番 14 号 

関西イノベーションネットワーク 2 号投資事業有限責任組合 
無限責任組合員  
池田泉州キャピタル株式会社  

代表取締役 田中 耕 



O S A K A

E X P O
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会場定員
100名

参加無料

【会場参加】 100名

【オンライン】 300名

主 催 大阪府、大阪市、堺市、大阪商工会議所、公益財団法人大阪産業局
地方独立行政法人大阪産業技術研究所、池田泉州銀行、池田泉州キャピタル

後援（予定） 近畿経済産業局、近畿総合通信局、公益社団法人関西経済連合会、一般社団法人関西経済同友会
関西イノベーションイニシアティブ（KSII）、京阪神スタートアップアカデミア・コアリション（KSAC）

日

時
2023年7月25日（火）15:30-18:15（受付開始15:00）

会

場

大阪産業創造館４Fイベントホール

大阪市中央区本町1-4-5

申込締切：7月21日（金）

定

員

特 別
講 演

スタート
ア ッ プ
プレゼン

渋谷 順 氏
「ベンチャーマインドと地域活性化」

東 博暢 氏
「大阪・関西のイノベーション・エコシステムへの期待」

OSAKAを熱くするスタートアップによるプレゼンテーション

株式会社エイトノット

株式会社GramEye

メトロウェザー株式会社

株式会社EX-Fusion

株式会社PITTAN

オンライン併用

モデレータ：吉川 正晃 氏（株式会社Human Hub Japan 代表 ）

終了後

自由交流会

（会場のみ）

対 象
●支援機関・行政関係者 ●企業経営者 ●新規事業責任者
●VC、CVC、金融機関 ●研究者、エンジニア、学生 など

2025年大阪・関西万博に向けた未来共創セッション

（注：講演等の内容につきましては予告なく変更させていただくことがございますので、あらかじめご了承ください。）

主催者挨拶／取組紹介＜次 第＞

株式会社日本総合研究所 プリンシパル
2025年日本国際博覧会 大阪ヘルスケアパビリオン スーパーバイザー

株式会社スマートバリュー 取締役兼代表執行役社長



■イノベーションファンド25Next概要

申込方法

Osaka Metro「堺筋本町駅」下車 徒歩約5分

池田泉州銀行ホームページからお申込み

■池田泉州銀行HP＞法人・個人事業主のお客さま
＞ セミナー・その他

https://www.sihd-bk.jp/corporation/seminar/

【留意事項】
 講演等の内容につきましては予告なく変更させていただくことがございますので、あらかじめご了承ください。
 お客さまの個人情報は、弊行の「個人情報保護方針」に則り取扱いいたします。弊行の「個人情報保護方針」については、弊行ホーム
ページでご確認ください。（https://www.sihd-bk.jp/privacy/index.html)

 ご記入いただいたお客さまの個人情報は、本イベント運営のため、主催者、後援機関、登壇者との間で共有させていただきます。また、
受講者名簿の作成、出欠確認及び主催機関からの各種連絡、情報提供のために利用させていただきます。

 個人情報を共有する場合、当該個人データの管理は池田泉州銀行（大阪市北区茶屋町18-14 代表取締役 鵜川 淳）が責任
をもって行います。

 本セミナーは「Zoom」のウェビナー機能を用いて配信します。
 オンライン参加でお申込みいただきましたお客様には、開催前日までに視聴に関する情報をご連絡いたします。
 本イベントにかかる映像、画像、テキスト、音声、関連資料等のコンテンツの著作権は講演者､主催者、その他の著作権者に帰属します。
 目的の如何を問わず、コンテンツの複製(ダウンロード、キャプチャ等)、送信、転載、その他二次利用行為はお断りさせていただきます。
 本セミナーを視聴する際のインターネット接続費用、通信費等は視聴者様ご自身でご負担ください。

オンライン配信のご視聴について

※駐車場はご用意しておりません。

公共交通機関をご利用ください。

お問合わせ

E-Mail：senshin@sihd-bk.jp 池田泉州銀行 地域共創イノベーション部 （担当：谷川・青田）

【会場アクセス】

ファンド名称
関西イノベーションネットワーク2号投資事業有限責任組合
（愛称：イノベーションファンド25Next）

設立日 2023年5月30日

有限責任組合員（LP）
（順次、追加出資を募集）

岩谷ベンチャーキャピタル合同会社、大阪信用保証協会、関西テレビ
放送株式会社、ダイキン工業株式会社、株式会社ダスキン、阪急阪
神ホールディングス株式会社、株式会社ユニオン、株式会社読売新聞
大阪本社、ロート製薬株式会社、株式会社池田泉州銀行

無限責任組合員（GP） 池田泉州キャピタル株式会社

投資対象
大阪・関西万博が目指す「SDGsが達成される社会」
「Society5.0の実現」に貢献する技術・ビジネスモデルを持った企業

【申込期限】 2023年7月21日(金)

2025年大阪・関西万博は、人・モノを呼び寄せる求心力と発信力により、「いのち輝く未来社会のデザイン」の実現

と、SDGsの達成に向けた、イノベーション創出の契機となることが期待されています。

本イベントは、2年後に迫る万博開催に先駆け、産学官における多様な人材、知識、情報の交流を促進し、相互

作用による価値の共創と、熱量の伝播によるイノベーション・エコシステムの活性化を目指します。

池田泉州銀行グループは、2019年9月にイノベーションファンド25を組成し、行政、支援機関、事業会社等の皆

様との連携により、地域の発展に資するスタートアップ25社への支援に取組んでまいりました。

2023年5月には後継となる「イノベーションファンド25Next」を立上げ、大阪・関西のイノベーション・エコシステムの活

性化に一層貢献してまいります。

mailto:senshin@sihd-bk.jp
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